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12
月
２
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
地

域
資
源
活
用
に
よ
る
町
お
こ
し
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
に
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
理
事
長
の
黒
﨑
日
出
雄
氏
を
迎
え
、

「
地
域
資
源
を
発
見
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
町

づ
く
り
に
活
か
そ
う
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

黒
﨑
さ
ん
は
、「
眠
っ
て
い
る
地
域
資

源
を
掘
り
起
こ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
そ

の
資
源
を
第
１
次
産
業
・
第
２
次
産
業
・

第
３
次
産
業
す
べ
て
に
利
用
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
商
店
や
温
泉
旅
館
、
農
業
関
係

な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
52
名
の
参
加
者
は
、

黒
﨑
さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

12
月
５
日
、
役
場
周
辺
の
特
設
会
場
に

て
、
商
工
祭
が
開
催
さ
れ
、
福
引
き
や
模

擬
店
、
よ
さ
こ
い
や
猿
回
し
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
家
族
連
れ
を
中
心
に
大
勢
の
町

民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
南
側

の
特
設
会
場
で
も
、
小
川
暮
れ
市
が
開
催

さ
れ
、
ダ
ル
マ
市
や
ミ
ニ
上
棟
式
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
大
い
に
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
ひ
ば
り
幼
稚
園
で
は
発
表

会
を
開
催
。
高
橋
道
男
園
長
か
ら
「
今
日

の
発
表
会
に
向
け
て
、
園
児
た
ち
は
、
一

生
懸
命
に
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
日
々
、

確
実
に
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
姿
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

園
児
の
皆
さ
ん
は
、
お
遊
戯
や
歌
・
合
奏

な
ど
を
次
々
に
保
護
者
の
前
で
披
露
し
ま

し
た
。

　

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
15
匹
の
こ
ぶ
た
と
お
お

か
み
」
で
は
、
こ
ぶ
た
の
数
を
増
や
し
て

園
児
た
ち
全
員
が
出
演
出
来
る
よ
う
に
工

夫
し
、
遊
戯
の
「
よ
さ
こ
い
エ
イ
サ
ー
琉

球
王
」
で
は
、
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で
元

気
な
掛
け
声
と
と
も
に
踊
る
園
児
の
姿
に

大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
園
児
の
皆
さ
ん
は
大
喜

び
で
し
た
。

　

12
月
19
日
、
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

小
川
館
に
て
、「
峠
で
た
ど
る
栃
木
の
歴

史
と
文
化
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
小
川
ハ
イ
キ
ン
グ
同

好
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
県
内
外
は
も

と
よ
り
、
外
国
の
登
山
歴
も
豊
富
な
桑
野

正
光
教
育
長
が
、
山
歩
き
の
楽
し
さ
を
教

え
て
く
れ
た
縁
で
、
今
回
、
講
師
を
お
願

い
し
、
開
催
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
戦
後
の
大
量
高
速
輸
送
時

代
に
適
し
た
ト
ン
ネ
ル
が
普
及
し
、
峠
が

廃
れ
て
い
く
現
状
や
「
山
」
の
「
上
下
」
と

書
い
て
「
峠
」
と
読
ま
せ
る
日
本
人
が
造

字
し
た
国
字
の
妙
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、

北
と
東
西
の
三
方
が
山
地
に
囲
ま
れ
た
栃

木
に
は
多
く
の
峠
が
あ
り
、
特
に
陸
奥
と

都
を
つ
な
ぐ
重
要
路
と
し
て
の
栃
木
の
道

と
峠
の
特
徴
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
栃
木
に
は
、
他
に
誇
れ
る
歴
史

的
な
峠
が
多
数
あ
り
、
峠
と
い
う
文
化
遺

産
を
と
お
し
て
地
域
の
歴
史
を
知
り
、
継

承
す
る
こ
と
は
、
そ
の
世
代
の
義
務
で
あ

る
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

商
工
祭
・
小
川
暮
れ
市

地
域
資
源
活
用
に
よ
る

町
お
こ
し
講
演
会

「
栃
木
の
峠
」
講
演
会

ひ
ば
り
幼
稚
園
で
発
表
会

寄
贈

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

一
万
六
千
六
百
七
十
二
円

　

那
珂
川
町
文
化
協
会
歌
謡
部
様

三
万
一
千
五
十
六
円

　

㈲
益
子
建
築
・
㈱
関
東
フ
ー
ズ

　
　
　
　

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
様

○
図
書
館
へ

図
書
「
マ
リ
ア
様
が
み
て
る
９
巻
」

　
　
　
　

友
田
哲
也
様（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名（
４
３
４
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
回
）

十
万
円　

長
山
宣
弘
様（
久
那
瀬
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

一
万
二
千
円

　
　
　

川
崎
工
業
㈱
安
全
大
会
様

一
万
三
千
円

　
　

宇
都
宮
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

二
千
円

　
　
　

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
友
の
会
様

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

福
祉
機
器
（
シ
ル
バ
ー
カ
ー
他
）

馬
頭
・
小
川
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
様

福
祉
機
器（
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

㈱
田
島
工
業
様

　

今
回
で
４
回
目
の
公
演
と
な
っ

た
「
第
九
を
歌
う
会
」。
演
奏
会

で
は
、
ま
ず
初
め
に
特
別
演
奏
と

し
て
、
那
珂
川
町
小
川
出
身
の
玉

川
克
さ
ん
に
よ
る
チ
ェ
ロ
の
独
奏

が
あ
り
、
桑
生
美
千
佳
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
演
奏
と
と
も
に
、「
さ
く
ら

さ
く
ら
」
や
「
荒
城
の
月
」
な
ど

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
宇
都
宮
高
校
音
楽
部
管

弦
楽
団
と
宇
都
宮
女
子
高
校
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
合
同
に
よ
る
「
葦
笛

の
踊
り
」
や
「
花
の
ワ
ル
ツ
」
な

ど
の
演
奏
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

日
本
の
歌
と
し
て
、「
涙
そ
う
そ

う
」
や
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
合

唱
し
た
後
に
、交
響
曲
第
九
番「
合

唱
」
よ
り
第
４
楽
章
（
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
作
曲
）
を
歌
い
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
約
３
５
０
人
の
大

勢
の
観
客
が
訪
れ
、
出
演
者
に
は

　

町
民
の
融
和
と
交
流
を
図
ろ
う
と
平
成
19
年
３
月
に
発
足
し
た
「
那
珂
川
町
第
九
を
歌
う
会
」（
古
沢
實
会
長
）

で
は
12
月
12
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
第
４
回
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
約
１
１
０
人
の
老
若
男
女
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
宇
都
宮
高
、
宇
都
宮
女
子
高
の
合
唱
部
や
音
楽
部
管
弦

楽
団
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
約
１
１
０
人
の
生
徒
、
宇
都
宮
市
で
活
動
し
て
い
る
合
唱
団
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
一
丸

と
な
っ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
番
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

演
奏
が
終
わ
る
度
に
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、「
涙

そ
う
そ
う
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を

合
唱
し
、
観
客
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
歌
い
、
会
場
は
一
体
感

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

○
毎
年
鑑
賞
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
合
唱
団
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。
来
年
も
来
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
町
外
・
30
代
男
性
）

○
こ
の
小
さ
な
町
で
素
敵
な
一
日

を
過
ご
せ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ふ
る
さ
と
那
珂
川
町
の
自
慢
の
一

つ
で
す
。　
（
町
内
・
40
代
女
性
）

○
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
演
奏
は
素
晴

ら
し
か
っ
た
。親
し
み
の
あ
る「
さ

く
ら
さ
く
ら
」「
荒
城
の
月
」
に

は
ジ
ー
ン
と
き
ま
し
た
。
第
九
は

迫
力
満
点
、
涙
が
出
ま
し
た
。
今

は
町
外
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、「
ふ

る
さ
と
」
は
小
川
で
す
。
感
動
的

で
し
た
。　
（
町
外
・
70
代
男
性
）

第
４
回
那
珂
川
町
第
九
を
歌
う
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

演
奏
会
を
開
催

観
客
の
皆
さ
ん
の
感
想

  

（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
）
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